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一
九一
八
年
イ
タ
ラ
映
画

フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は、
そ
の
事
業
の
一
部
と
し

て、
麿
史
的
価
値
の
あ
る
芸
術
性
幾
か
な
映
画
を
鑑
質
し
研
究

す
る
会
を
毎
水
瞳
日
に
開
催
し
て
お
り
ま
す。
今
回
は
そ
の
第

九
回
と
し
て、
前
回
の
イ
ク
リ
ア
史
劇
映
画
に
引
き
続
き、
無

声
時
代
の
イ
タ
リ
ア
現
代
劇
映
画
の
代
表
作
「
さ
ら
ば
青
春」

を
と
り
上
げ
市
し
た。

「
さ
ら
ば
青
春」
は
無
声
時
代
に
三
同
映
画
化
さ
れ
て
い
ま

す
か、
今
回
上
映
の
も
の
は、
そ
の
中
最
も
有
名
な一
九一
八

年
の
作
品
で
す。
こ
れ
は
我
が
国
で
は一
九
ニ―
（
大
正一
0)

年一
0
月
七
日
か
ら
洩
草
キ
ネ
マ
倶
楽
部
で
封
切
さ
れ
好
評
を

博
し
す
し
た
が、
そ
の
後一
九
二
五
年
に
も
新
版
を
再
輸
入、

同
年―
二
月
新
宿
武
蔵
野
館
で
上
映
さ
れ
市
し
た。
今
回
上
映

の。フ・
リ
ン
ト

は、
そ
の
再
翰
入
の
時
の
も
の
で
す。
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別
映
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い
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こ
の
映
画
に
つ
い
て
封
切
当
時
の
キ
ネ
マ
旬
報
第
八一
号

（一
九
ニ―
年一
0
月
ニ―
日
号）
は
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い

る。ー【
略
筋】
笈
を
負
ふ
て
チ
ュ
ー
リ
ン
に
東
上
し、
や
が
て
大

学
に
入
っ
た
オ
貌
兼
備
の
青
年
マ
リ
オ
は
己
が
下
宿
屋
の
娘
ド

リ
ナ
と
互
に
恋
ひ
慕
ふ
身
と
な
っ
た。
此
処
に
衷
れ
を
止
め
た

の
は
マ
リ
オ
の
友
で
少
々
お
目
出
度
い
レ
オ
ネ
で
あ
る。
彼
は

二
人
の
睦
し
さ
を
見
て、
威
は
感
服
し、
或
は
羨
み、
或
は
己

が
身
を
顧
み
て
私
に
嘆
息
す
る
の
で
あ
っ
た。
し
か
し
或
時
忽

然
と
姿
を
現
し
た
怪
し
く
芙
し
い
婦
人
エ
レ
ナ
は
楽
に
マ
リ
オ

の
心
を
捕へ
た。
之
が
原
因
で、
マ
リ
オ
は
住
家
を
か
へ、
ド

リ
ナ
と
別
れ
て一
心
に
試
験
に
身
を
入
れ
た。
や
が
て
満
点
で

ベ
ス
し
た
マ
リ
オ
が
故
郷
に
帰
る
時
は
来
た。
そ
の
時
で
あ
る。

マ
リ
オ
が
再
び
あ
の
懐
か
し
か
っ
た
ド
リ
ナ
の
事
を
想
っ
た。

マ
リ
オ
に
去
ら
れ
て
も
尚
マ
リ
オ
を
愛
し
て
ゐ
る
ド
リ
ナ
は
此

時
ボ
ン
ャ
リ
マ
リ
オ
の
門
辺
に
入
り
も
や
ら
ず
ィ
ん
で
ゐ
た。

恋
人
の
二
人
が
再
び
相
擁
し
た
時、
女
は
泣
い
て
せ
が
ん
だ。

「
い
っ
ち
ゃ
い
や
／
＼」
と。
併
し
男
は
ど
う
し
て
も
国へ
帰

ら
ね
ば
な
ら
な
い。
軍
苦
し
い
列
車
は
冷
い
轍
の
轡
を
賤
し
て、

断
腸
の
二
人
の
若
人
を
次
第
次
第
に
と
へ
だ
て
る
の
で
あ
っ
た。

恋
よ
さ
ら
ば、
嬉
び
よ
さ
ら
ば、
さ
う
し
て
青
春
よ
さ
ら
ば。

（
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
原
文
の
ま
A)

イ
タ
リ
ア
映
画
に
つ
い
て

ー
ー
無
声
時
代
を
中
心
に
し
て

1

イ
ク
リ
ア
で
は
大
体一
九
0
五
年
頃
か
ら
映
画
を
作
り
始
め、

一
九
0
八
年
に
な
っ
て
急
に
盛
ん
に
な
っ
た。
そ
の
頃
フ
ラ
ン

ス
で
は、
あ
る
意
味
で
芸
術
的
な
意
図
の
下
に
で
あ
っ
た
が、

宇
幕
の
多
い
退
屈
な
文
学
的
映
画
が
多
く
な
り、
他
方
世
界
各

国
に
お
け
る
映
画
の
社
会
的
地
位
が
高
ま
り、
各
国
で
映
画
が

盛
ん
と
な
り、
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
黄
金
時
代
が
潰
え
た
が、
他

の
国
々
の
中
イ
ク
リ
ア
映
画
が
最
も
盛
ん
に
な
っ
た。
イ
ク
リ

ア
は、
史
劇
を
好
む
国
民
性
と、
史
劇
の
舞
台
と
な
る
ロ
ー
-‘

時
代
を
歴
史
に
持
つ
伝
統
か
ら、
フ
ラ
ン
ス
で
も
多
か
っ
た
史

劇
映
画
を
引
き
継
ぎ、
「
ポ
ン
ベ
イ
最
後
の
日」
（一
九
0
八、

一
三）
「
ク
オ
・
ヴ
ァ
デ
ィ
ス
」
（一
九一
三）
等
の
大
作
が
数

多
く
作
ら
れ、
イ
タ
リ
ア
映
画
の
黄
金
時
代
を
招
来
す
る一
っ

の
原
因
と
な
っ
た。
か
く
て一
九一
四
年
頃
ま
で
が
大
史
邸
全

盛
期
て
あ
る
が、
当
時
イ
ク
リ
ア
第一
の
文｛
象
ガ
ブ
リ
ニ
エ
レ・

ダ
ン
ヌ
ン
ツ
イ
オ
の
オ
リ
ジ
ナ
JC

・
ス
ト
ウ
リ
イ
に
よ
る
「
カ

ビ
リ
ア
」
（一
九一
三）
は
こ
の
期
の
代
表
的
作
品
で
あ
る。

イ
ク
リ
ア
史
劇
映
画
は、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
芙
し
さ
を
認
識

さ
せ
た
こ
と、
シ
ョ
ッ
ト
を
沢
山
作
る
こ
と
か
ら
編
集
と
い
う

映
画
の
最
も
根
本
的
な
仕
事
が
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と、
イ
ク
リ
ア
人
の
柄
の
大
き
な
演
技
が
史
劇
に
向
い
て
い

た
こ
と
か
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
に
変
化
が
出
て
来
た
こ
と
等、
こ
れ

ら
の
性
質
に
よ
っ
て一
九
0
八
年
か
ら
第一
次
大
戦
中
を
経
て

戦
後
ま
で
批
界
の
映
画
界
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
の
で
あ
る。

イ
ク
リ
ア
映
画
け、
現
在
で
も
史
間
映
画
が
盛
ん
で
あ
り
な

が
ら、
一
方
で
は
ロ
ッ
セ
リ
ー
ニ
や
デ
・
シ
ー
カ
の
よ
う
な
プ

ロ
レ
ク
リ
ア
の
生
活
を
描
い
た
も
の
も
あ
る
と
い
う
よ
う
に、

元
来
非
常
に
両
極
端
な
も
の
を
も
つ
性
質
が
あ
り、
こ
の
二
元

性
が
イ
ク
リ
ア
映
画
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
見
ら
れ
る
重
要
な
特

徴
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
が、
一
九一
0
年
代
に
お
い
て
も
史

劇
映
画
と
並
ん
で
現
代
割
映
画
に
大
き
な
特
色
を
示
し
た。

こ
の
時
代
の
現
代
劇
映
画
は、
数
多
く
の
作
品
を
生
ん
だ
が、

こ
れ
ら
の
作
品
を
二
つ
の
傾
向
に
大
別
す
る
こ
と
が
出
来
る。

そ
の一
っ
は、
こ
の
「
さ
ら
ば
青
春」
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
な、

庶
民
生
活
を
描
い
た
写
実
的
な
傾
向
で
あ
る。
こ
の
流
れ
を
代

表
す
る
作
品
に
は、
「
シ
チ
リ
ア
の
血」（一
九―
一
）
「
闇
に
落

ち
た
人
」々（一
九一
四）
等
が
あ
る。

後
者
は
ナ
ポ
リ
の
貧
民

窟
の
生
活
と
貴
族
の
楽
華
な
生
活
と
を
対
比
さ
せ
て
写
実
的
に

描
写
し
た
も
の
で、
フ
ラ
ン
ス
の
映
画
史
家
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ

ド
ウ
ル
は
こ
れ
を
現
在
の
ネ
オ
リ
ア
ズ
モ
映
画
の
先
躯
的
作
品

と
解
釈
し、
一
般
に
も
承
認
さ
れ
て
い
る。
他
の
―
つ
の
傾
向



は
当
時
の
現
代
劇
の
大
部
分
に
見
ら
れ
る
も
の
で、

非
常
に
ロ

マ
ン
チ
ィ
ク
な
題
材
を
と
り、

貴
族
や
芸
術
家
を
登
場
人
物
と

す
る
通
俗
的
な
惹
味
で
高
級
な、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
チ
イ
ク
な
感

じ
の
す
る
傾
向
て
あ
る。
こ
の
流
れ
を
代
表
す
る
も
の
は、
ピ

イ
ナ
・
メ
ニ
ケ
ル
リ
主
演
の
「
火」（一
九一
四）

で、

画
家
と

候
爵
夫
人
の
恋
愛
を
描
い
た
徹
底
的
に
ロ
マ
ン
チ
イ
ク
な
作
品

で
あ
る。
こ
の
ほ
か
ジ
ェ
ン
ナ
ロ
・
リ
ゲ
ル
リ
の
傑
作
「
過
去

よ
り
の
呼
声」（一
九
二
二）

は、

写
実
的
な
傾
向
の
中
で
「
さ

ら
ば
青
春」
等
に
比
し
て、
ア
リ
ス
ト
ク
ラ
チ
イ
ク
な
感
じ
の

す
る
作
品
で
あ
る。

し
か
し
な
が
ら、
こ
れ
ら
二
つ
の
傾
向
に
共
通
し
た
現
代
隙

の
大
き
な
特
色
は
ド
キ
ュ
メ
ン
ク
リ
的
傾
向
で
あ
る。
こ
れ
は

現
在
の
ネ
オ
リ
ア
リ
ズ
モ
に
は
つ
き
り
出
て
い
る
が、
イ
ク
リ

ァ
映
画
が
は
じ
め
か
ら
持
つ
て
い
た
傾
向
と
い
う
こ
と
が
出
来

る。

例
え
ば
「
さ
ら
ば
青
春」
の
随
所
に
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
見

ら
れ
る
が、
こ
れ
は
当
時
豪
華
な
セ
ッ
ト
を
得
意
と
し
て
い
た

イ
ク
リ
ア
映
画
の
事
情
か
ら
考
え
て、

経
費
の
点
か
ら
な
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る。
サ
イ
レ
ン
ト
末
期
か
ら
ト
ー

キ
ー
に
か
け
て
第
二
次
大
戦
中
ま
で
に
日
本
で
見
ら
れ
た
数
少

な
い
イ
ク
リ
ア
映
画
の
中
で、

優
れ
た
も
の
は
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
的
な
要
素
の
お
お
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
等
を
考
え
合
せ

る
と、
こ
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ク
リ
的
傾
向
は
イ
ク
リ
ア
映
画
が
絶

え
ず
持
つ
て
い
た
一
大
特
徴
と
い
う
こ
と
が
出
来
る。

こ
の
ほ
か
現
代
劇
の
特
色
と
し
て
は、
大
女
悩
が
現
代
劇
の

中
心
に
な
つ
て
い
た
こ
と
に
胸
れ
ね
ば
な
ら
な
い。
ビ
イ
ナ
・

メ
ニ
ケ
ル

リ、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
・
ベ
ル

テ
イ
ニ
、
マ
リ
ア
・

ヤ
コ
ビ
イ
ニ
、
エ
ス
ペ
リ
ア
等
の
肉
体
的
に
も
姫
か
な
名
女
憐

の
存
在
に
男
優
は
可
成
り
影
が
簿
い
も
の
で
あ
っ
た。
叉
こ
の

時
代
の
な
悲
劇
的
な
セ
ン
ス
に
お
け
る
イ
ク
リ
ア
と
日
本
と
の

類
似、

気
質
の
共
通
性
も
忘
れ
て
は
な
る
ま
い。
サ
ン
チ
マ
ン

ク
ル
と
い
う
よ
り
も
つ
と
激
越
な
新
派
悲
劇
的
な
も
の
を
イ
ク

リ
ア
映
画
は
持
つ
て
い
る。

現
在
の
ネ
オ
リ
ア
ズ
モ
の
作
品
で

さ
え
も、
不
幸
な
人
々
の
味
方
で
あ
る
点
で
扱
い
方
は
違
う
が

考
え
よ
う
に
よ
っ
て
は
新
派
悲
劇
と
蓮
関
性
が
あ
る
よ
う
に
思

＊

＊ 

＊

＊

 

＊ 

わ
れ
る。
こ
の
気
盾
の
共
通
性
は、

菩
悪
は
別
と
し
て
現
在
で

も
我
々
が
イ
ク
リ
ア
映
画
を
見
る
場
合―
つ
の
特
権
と
な
つ
て

お
り、
日
本
映
画
が
イ
ク
リ
ア
映
画
か
ら
影
楔
を
受
け
易
い
條

件
を
生
ん
で
い
る。

最
近
イ
タ
リ
ア
映
画
で
は、

史
劇
と
並
ん
で
新
派
悲
劇
的
な

現
代
劇
が
盛
ん
で、

そ
れ
自
体―
つ
の
レ
ジ
ス
ク
ン
ス
で
あ
っ

た
ネ
オ
リ
ア
ズ
モ
の
映
画
が
下
火
に
な
り
つ
つ
あ
る
傾
向
が
見

ら
れ
る
が、
こ
の
悲
劇
的
要
素
を
も
つ
現
在
の
映
画
を
観
賞
す

る
際
に、
「
さ
ら
ば
青
春」
時
代
の
現
代
劇
と
比
較
す
る
事
は、

色
々
な
意
味
で
興
味
が
あ
る。

な
お、

無
声
時
代
の
イ
ク
リ
ア
映
画
を
見
る
場
合
に
注
惹
す

ペ
き
点
は、

表
愕
の
動
き
や
手
足
の
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
す
ぺ
て
が

ヴ

イ
ジ
イ
ア
ラ
イ
ス

具
体
的
に
視

覚

化
す
る
こ
と
を
旨
と
し
て
作
ら
れ
た
映
画

で
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
お
く
ぺ
き
で
あ
る。

元
来
ラ
テ
ン
系
民

族
特
に
イ
ク
リ
ア
人
は
非
常
に
ジ
ェ
ス
チ
ュ
ア
が
多
く
表
現
的

で
あ
る
か
ら、

他
国
人
は
自
然
な
日
常
生
活
の
露
発
を
演
技
だ

と
思
い
込
む
こ
と
が
多
い。

封
切
当
時
こ
の
我
々
に
は
大
げ
さ

だ
と
思
わ
れ
た
身
張
り
に
つ
い
て
「
く
さ
い
」
と
評
さ
れ
た
が

、
こ
の
「
さ
ら
ば
青
春」
は
イ
ク
リ
ア
映
画
と
し
て
も、
叉
当

時
の
ア
メ
リ
カ
も
の
と
比
較
し
て
も、

極
く
自
然
な
感
じ
が
す

る
方
で
あ
る°
メ
ー
ク
ア
ソ
プ
も
舞
台
化
粧
そ
の
ま
ま
で
目
の

下
が
隈
収
り
の
よ
う
に
見
え
る
が、

現
在
の
よ
う
な
メ
ー
ク
ア

ツ。フ
は
ア
メ
リ
カ
映
画
の
影
替
に
よ
る
も
の
で
当
時
は
ま
だ
見

ら
れ
な
い。

当
時
の
映
画
が
何
を
描
こ
う
と
し
た
が、

そ
れ
を

考
え
る
こ
と
が、

映
画
の
古
典
を
観
質
す
る
の
に
望
ま
し
い
態

度
と
思
う。

（
フ
ィ
ル
ム
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
運
営
委
負

1
飯
島

正）

前
文
は
飯
島
委
負
の
講
演
の
要
旨
を
再
録
し
た
も
の
で
すc
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